
３章

（１）

　上式：右、　中式：右、　下式：左

（２）

（２－１）

　0.1 M の酢酸水溶液の電離度が 0.01なので、溶液中の
　[H3O+] = [CH3COO-] = 10-1 X 10-2 = 10-3

　Ka = [H3O+]X[CH3COO-]/[CH3COOH] = (10-3)X(10-3)/(10-1) = 10-5・・・(1)
　pKa = –log10[Ka] = 5

（２－２）
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　この反応の右から左への平衡定数を Keqとすると、

　Keq = [CH3COOH][PhO-]/[CH3COO-][PhOH] = (0.01X0.01)/(0.09X0.09)・・・(2)
　フェノールの酸解離定数を Ka(PhOH)とすると

　Ka(PhOH) = [H3O+]X[PhO-]/[PhOH]・・・(3)
　式 (1)、(2)、(3) より
　Ka(PhOH) = Ka X Keq = (1/0.81) X 10-7　なので

　pKa(PhOH) = –log10[Ka(PhOH)] = 約 6.9

（３）

　水から水蒸気への変化は、液体が気体になるので乱雑さが増加して ΔS > 0。
T は絶対温度なので T > 0。すなわち TΔS > 0。ΔG = 0 = ΔH–TΔSなので ΔH > 0。
これは互いに水素結合をしていた液体の水から、水素結合がほとんどできない

水蒸気になったためである。



（４）

（４－１）

　＜切断される結合＞　プロペンのπ結合： 270 kJ/mol、H–I： 300 kJ/mol
　＜生成する結合＞　C–I：–200 kJ/mol、C–H：–400 kJ/mol
　ΔH = 270 + 300 – 200 – 400 = –30 kJ/mol

（４－２）
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　Keq = [CH3CH(I)CH3]/[CH3CH=CH2][HI] = (0.9)/(0.1X0.1) = 90・・・(2)
　ΔG = –RTlnKeq = –14965 J/mol = –15 kJ/mol

（５）

（５－１）
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　この反応の平衡定数は Keq = [cis-2-butene]/[trans-2-butene] = 0.1/0.9。平衡前
cis-2-buteneが 2 L 中に 1 mol存在したとして、平衡後で trans-2-buteneが x mol
生成したとすれば、cis-2-butene は 1–x mol 残ることになる。平衡定数を利用す
れば {(1–x)/2}/(x/2) = 0.1/0.9 となり、x = 0.9。すなわち trans-2-buteneが 0.9 mol、
cis-2-butenが 0.1 mol。

（５－２）

　Keq = 0.1/0.9、T = 273なので、ΔG = –RTlnKeq = 4987 J/mol = 5 kJ/mol。



（６）

　１－５章の図１６より、酸素は基底状態でジラジカルである。また３－３章

の表３より、芳香環に隣接する C–Hの結合は弱く、しかも炭素の級数は上がれ
ば上がるだけ C–Hの結合は弱くなる。したがってクメンのベンゼン環に隣接す
る C–Hの結合はホモリシスしやすく、ラジカルの酸素によって容易に以下の反
応を受ける。
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